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バンの繁殖を観察した場所は、東京都小笠原村父島字長谷地内にある長谷ダム（27’ 03’  
59” N、146’ 12’ 52” E）で、八瀬川水系の長谷川にある。長谷ダムは、1978 年に築造された
灌水面積約 1200 m2、有効貯水量 4,200 m3 の灌漑用農業ダムで、東京都は 2011 年度にダム
内の浚渫工事を実施している（小笠原自然文化研究所、2013）。ダム湖岸は、左岸は管理道
路に面した幅 1 ～ 5 m 程の植生があり、右岸は湖岸の草本を主体とした植生の後、そのま
ま山腹の在来植生に繋がる。湖岸はシュロガヤツリ Cyperus alternifolius を主体とした挺




ム（灌水面積約 4,000 m2、有効貯水量 16,400 m3）があり、その後逢瀬橋付近で時雨川と合
流し、そこからは河口まで河床勾配がほとんどない八瀬川となっている。
2．観察日
ヒナを最初に確認したのは 2014 年 4 月 5 日で、父島内を定期的に巡視していた際であ
る。その後は継続的に観察した。ヒナが成鳥と変わらないほど大きくなり、区別が難しく
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4 月 5 日初めて観察したヒナは、黒い綿羽に覆われていたが、6 月 15 日には水面を飛ん
で移動するまで成長していた。その後なかなか確認することができなかったが、7 月 27 日





観察日 観察時刻 確認状況 写真等 観察者
2014. 04. 05 12:10
親 1、子 3
写 大好
1 羽は親から離れず。残り 2 羽は少し離れて移動










2014. 04. 18 11:11
親 1、子 3     成鳥 2
写・動 大好
1 羽は親から離れず餌を貰う。残り 2 羽は勝手に移動して餌をとる
2014. 04. 19 16:10 成鳥 1 鈴木直




2014. 04. 24 10:15 確認できず 大好
2014. 05. 03 10:10 成鳥 2 大好
2014. 05. 06 16:30 鳴き声のみ（複数回） 鈴木直




2014. 05. 10 10:10 親 1、子 2 大好
2014. 05. 18 11:10 確認できず 大好




2014. 05. 27 11:40 親 1、子 2 鈴木直
2014. 06. 03 10:15 確認できず 大好
2014. 06. 08 11:10 鳴き声のみ（複数回） 鈴木創




2014. 06. 25 14:55 子 1 大好
2014. 06. 26 15:45 親 1、子 1 鈴木直
2014. 07. 04 10:12 鳴き声（１声）のみ 大好
2014. 07. 08 14:00 確認できず 鈴木創
2014. 07. 19 8:23 確認できず 大好
2014. 07. 25 14:00 鳴き声のみ（複数回） 鈴木直
2014. 07. 27 8:50 子 1 写 大好
2014. 08. 02 9:45 確認できず 大好
2014. 08. 15 10:00 確認できず 大好




















長谷川及び長谷ダム湖内から水生動物は、腹足類（巻貝類）7 種、ヒル類 1 種、甲殻類
（エビ・カニ類）9 種、昆虫類 6 種、魚類 5 種、両生類 1 種の合計 29 種が確認されている





長谷ダムで繁殖を確認して間もない 4 月 8 日に下流にある小曲ダムでは、バンの成鳥 5
羽を観察している。他に観察した鳥類はカイツブリ Tachybaptus ruficollis 3 羽、ヒドリガ
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